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健
全
な
財
政
を
維
持
し
つ
つ
政

策
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

平
成
29
年
度
予
算
編
成
の
重
点
事

業
を
「
人
口
減
対
策
事
業
」、「
観

光
振
興
・
経
済
活
性
化
対
策
事
業
」

及
び
「
防
災
対
策
事
業
」
と
定
め
、

第
４
次
下
田
市
総
合
計
画
の
基
本

計
画
に
掲
げ
た
「
政
策
推
進
」
に

お
い
て
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
と
、
下
田
市
版
総
合
戦
略
の

４
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け

て
予
算
編
成
に
取
り
組
む
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計

及
び
全
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
て
、

１
８
９
億
６
，
４
７
２
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
４
億
４
，
１
９
０

万
円
、
２
．
４
％
の
増
と
な
り
、

各
会
計
間
の
重
複
額
を
除
い
た
純

計
額
で
は
、
１
７
６
億
４
，
８
２

６
万
１
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

４
億
４
，
４
４
０
万
７
千
円
、
２
．

６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
般

会
計
は
96
億
１
，
４
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
２
億
１
，
６
０
０

万
円
、
２
．
３
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
く
す

る
施
策
と
し
て
、
子
育
て
世
代
に

対
す
る
助
成
、
雇
用
創
出
の
た
め

の
企
業
誘
致
に
係
る
事
業
等
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
妊
治
療
費
助
成
の
拡
充
と
、

新
た
に
若
い
世
代
の
結
婚
を
支
援

す
る
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

育
児
用
品
購
入
費
の
助
成
、
病

児
保
育
の
実
施
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
と
緊
急
・
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
保
育
事
業
利
用
の
た
め
の

「
お
試
し
ク
ー
ポ
ン
券
交
付
事
業
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生

以
下
の
医
療
費
自
己
負
担
金
無
料

化
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
整
備
の
一
環

と
し
ま
し
て
、
稲
梓
小
学
校
の
通

学
路
の
整
備
及
び
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
洋
式
化
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

半
島
振
興
法
に
基
づ
く
固
定
資

産
税
特
例
措
置
制
度
を
準
備
す
る

と
と
も
に
、
企
業
誘
致
の
具
体
的

支
援
策
の
策
定
と
施
策
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
振

興
が
市
内
経
済
の
活
性
化
と
持
続

的
な
地
域
の
発
展
に
必
要
不
可
欠

な
重
点
施
策
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
外
へ
の
情
報
発
信
を
充
実
す

る
た
め
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用
に
よ
る

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
観

光
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、

Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
の
活
用
に
よ
る

多
角
的
情
報
発
信
、
さ
ら
に
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
へ
の
出
展

等
に
よ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

誘
致
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
も

不
可
欠
で
、
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
活
用
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
、
観
光
施
設
整
備
と
し

て
公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
行
政
の
継
続
性
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
１
月
ま
で

に
５
回
の
議
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
補
正
予
算
等
で
新
た
な

取
組
に
つ
い
て
も
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

「
中
学
生
以
下
の
医
療
費
自
己

負
担
金
無
料
化
へ
の
取
組
」、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
」、「
高

齢
者
生
き
が
い
プ
ラ
ザ
廃
止
に
伴

う
陶
芸
窯
等
の
移
設
」、「
家
具
固

定
器
具
等
の
購
入
費
助
成
」、「
病

児
保
育
開
設
準
備
費
用
の
助
成
」、

「
春
日
山
遊
歩
道
の
整
備
」、「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
」、「
企
業

誘
致
等
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
、

「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
誘
致
関

連
の
調
整
業
務
」
な
ど
、
新
た
な

事
業
も
随
時
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
大
会
の
会
場

は
、
残
念
な
が
ら
昨
年
12
月
に
は

千
葉
県
内
で
の
開
催
が
正
式
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
内
閣
府
の
進
め
る
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
指
定
登
録
へ
の
取

組
の
ほ
か
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
つ
い
て
も

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
を
振
り
返
っ
て

予
算
規
模

①
少
子
化
対
策

③
雇
用
創
出

観
光
振
興
・
経
済
活
性
化

①
観
光
振
興
策

②
子
育
て
支
援

予
算
編
成
の

　
　
　

基
本
的
考
え
方

重
点
事
業
へ
の
対
応

人
口
減
対
策

　

本
市
の
平
成
27
年
度
決
算
に
お

い
て
は
、
歳
入
で
は
、
地
方
消
費

税
交
付
金
が
大
き
く
増
加
し
、
歳

出
で
は
、
投
資
的
経
費
が
大
き
く

増
加
し
た
も
の
の
、
公
債
費
が
大

き
く
減
少
し
た
た
め
、
一
般
会
計

の
経
常
収
支
比
率
は
82
．
５
％
と
、

前
年
度
に
比
べ
３
．
９
ポ
イ
ン
ト

改
善
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
市
の
経
済
は
、
大

き
な
改
善
が
み
ら
れ
な
い
状
況
下
、

平
成
29
年
度
歳
入
に
お
き
ま
し
て

は
、
市
税
収
入
の
増
額
や
地
方
交

付
税
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、

地
方
消
費
税
交
付
金
等
の
減
額
の

見
込
み
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、

社
会
保
障
関
連
経
費
な
ど
の
更
な

る
増
加
と
、
本
年
度
重
点
的
に
取

り
組
む
事
業
に
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
徹
底
し
た
歳

出
の
ス
リ
ム
化
と
歳
入
の
確
保
に

取
り
組
み
、
安
定
的
か
つ
健
全
な

財
政
基
盤
を
確
立
し
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

位
置
づ
け
、
全
て
の
面
に
お
い
て

改
善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
振

興
に
力
を
注
ぎ
、
市
の
魅
力
を
外

部
、
特
に
首
都
圏
周
辺
に
広
く
宣

伝
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
下
田
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
総
合
的
な
施
策
が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
雇
用
機
会
の
創

出
、
医
療
の
充
実
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
少
子
高
齢
化
対
策
の
充

実
、
教
育
の
充
実
、
疾
病
予
防
と

健
康
増
進
の
強
化
、
各
地
区
特
有

の
課
題
の
解
決
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
策
を
各
部
署
が
連
携
し
て
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
、
逐
次
不
備
な
点
を
補

う
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
面
で
防
災
対
策
を
推
進
し
、

万
全
な
災
害
対
策
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

三
本
の
柱
は
、
縦
割
り
の
事
業

と
せ
ず
、
相
互
が
補
完
し
、
庁
内

に
お
い
て
横
断
的
な
事
業
展
開
を

図
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者

の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を

得
て
、
は
じ
め
て
効
果
を
発
揮
で

き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
長
と
語
る
会
に
お
い
て

市
民
の
意
見
聴
取
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新

庁
舎
等
建
設
位
置
庁
内
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
国
道
４
１
４
号
に

隣
接
し
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
外

で
市
街
地
に
近
い
地
域
に
絞
り
込

む
と
と
も
に
、
平
成
32
年
度
中
の

完
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
そ
の

後
、
稲
生
沢
中
学
校
北
側
隣
接
地

を
候
補
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
当
該
候
補
地
に
つ

い
て
の
必
要
な
調
査
や
基
本
計

画
策
定
事
務
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
会
等
を

開
催
し
、
市
役
所
の
位
置
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
庁
舎

建
設
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
立
中
学
校
の
再
編
に
つ
き
ま

し
て
は
、
４
校
を
１
校
に
再
編
す

る
事
業
を
推
進
し
、
生
徒
の
教
育

環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

下
田
市
の
現
状
は
、
様
々
な
面

で
凋
落
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
の
施
設
や
組
織
等
に
お
い
て

は
、
未
完
成
の
部
分
も
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実

で
あ
り
、
今
こ
こ
で
有
効
な
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
、
市
の
将
来
は

暗
澹
た
る
も
の
に
な
る
と
認
識
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

危
機
意
識
を
も
っ
て
市
政
を
運

営
す
る
所
存
で
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
、
そ
し
て
議
員
の
皆
さ
ま
に

も
、
是
非
、
共
通
の
認
識
を
も
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
施

策
の
計
画
立
案
、
実
行
に
必
要
不

可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
職
務
を
遂

行
す
る
上
で
の
大
前
提
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
切

り
、
明
る
い
未
来
を
構
築
す
る
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
能
動
的

な
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

各
種
施
策
を
能
動
的
に
展
開
す

る
た
め
に
は
、
財
政
規
律
を
保
ち

あ
ん
た
ん 市

政
執
行
の
基
本
姿
勢

１
．
経
済
活
性
化
対
策

３
．
防
災
対
策

重
要
課
題

　

 

（
新
庁
舎
、中
学
再
編
）

相
互
補
完
が
重
要

２
．
人
口
減
対
策

組
織
機
構

観
光
業
の
振
興
を
主
体

と
し
た
経
済
活
性
化
、

人
口
減
、
防
災

- ２ -

な
が
ら
も
、
政
策
を
統
合
的
に
推

進
で
き
る
組
織
機
構
に
改
編
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度

に
再
編
成
し
た
「
統
合
政
策
課
」

に
お
い
て
、
山
積
す
る
行
政
課
題

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

観
光
業
の
振
興
を
主
体
と
し
た

経
済
活
性
化
対
策
、
人
口
減
対
策
、

防
災
対
策
の
三
本
の
柱
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
を
変
革
元
年
と
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